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●今号の制作の間，特集にご執筆いただいた＠訪問看護ステーションにうかがい，スライド法を体験する機会
があったのですが，その動きに驚きました。介助を受けるほうも行なうほうも楽なこの技術，掲載の連続写真
から少しでも感じ取っていただけるでしょうか。また，特別記事の「父の介護をめぐる家族の思い」では，医
療職・介護職に伝えるのを躊躇してしまう事柄を，百々氏の実体験に基づいて紹介されています。実際にその
立場に置かれないと理解しにくいことが多多あるということを改めて考えさせられた次第です。……………富岡
●リハビリテーションという語感が好きです。リハビリ室に入るとそれまでの自分を切り替えて，PT の方々の言
うことをきいて頑張っていた母を思い出します。リハビリはとてもつらいと泣いたりもしましたが，身体にあう
車椅子を作ってもらい，リハビリの日を楽しみに通っていました。PT の方々とは，看護師や主治医に対するのと
は違う，教師と生徒のような関係に見えました。訪問リハがあったらもっと頑張れたはずです。……………伊藤

現在，活躍中の訪問看護認定看護師は 65 人，今年度中には 100 人を超える勢いです。教育の実を
培ってきた日本訪問看護振興財団，聖路加看護大学，大分県立看護科学大学，新たに始まった兵庫県
看護協会を加えた 4 つの教育課程の指導者と修了生から，その実際を報告いただき，認定看護師教育
課程を身近に引き寄せようという特集です。

いま行なわれている認定看護師教育課程［訪問看護］について
　　　　角田直枝／山田雅子／小野朱美／多留ちえみ

認定看護師教育課程での学びとその後の歩み
　　　　平原優美／阿部朋子／三輪真由美／玄永春奈／三原由美子／佐藤弥生

座談会「認定看護師教育課程の 6 か月を修了して」　　
　　　　伊藤美江子／斎藤恵美子／越部恵美／斎藤雅子

■特別記事
重度神経難病者に対する第三者（ホームヘルパー）の「たんの吸引指導の研修」　山崎京子／内田陽子
インドネシア人介護福祉士・看護師候補者をめぐる現状とこれからの課題　岡田真紀
■連載
マグネットステーションインタビュー　木村憲洋／訪問看護時事刻々　石田昌宏／高齢者虐待にど
う対応するか　和田忠志／ヒト・モノ・バをつなぐ認知症ケア　山崎正人／広汎性発達障害の理解
と援助　細川雅人／わたしのことをわたしから　近藤　英／ほんとの出会い　岡田真紀／お母さん
といっしょ　横谷順子／精神科医の家族論　服部祥子／自宅で死んでみませんか　皆川夏樹
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